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〔論文〕 

Tongue type 踵骨骨折に対し RS screw を用い手術した治療経験 

大橋稔，市川勝寛，野々村秀彦 

中部日本整形外科災害外科学会雑 65(５)，697-698，2022 

Abstract：当院で 2017～2021 年に手術を行った Tongue type 踵骨骨折例のうち、RS screw

を用い、ショパール関節を貫通させず踵骨内のみで固定した 12例の成績を報告した。術前

のベーラー角は平均 9度(0～18 度)で、術後は平均 24 度(13～40 度)に改善した。矯正損失

はほとんどなく、全例で骨癒合が得られた。代表例 1例を提示した。本術式は Westhues 法

と比較して術後の創管理が容易であり、また、踵骨内のみの固定とすることで荷重前の抜

釘が不要であることから、より有用な治療法と考えられた。 


